




Consideration of Sports Needs and Issues of Persons with Intellectual Disabilities田 引 俊 和要旨本研究では知的障害者スポーツの普及・促進に向けて，そのニーズや課題を明らかにすることを目的として，とくに教育現場以外で継続的に実施されているスポーツ実践に着目し，分析・検討する．得られた自由記述コメントを分類した結果，「スポーツ実践への評価・感謝」「実践上の提案・課題」「スポーツ環境」という３つの上位カテゴリーと，関連する下位サブカテゴリーが生成され，スポーツ機会の不十分さ，潜在的なスポーツニーズ，実施上の課題が明らかとなった．キーワード：障害者スポーツ（disability sports）／知的障害（intellectual disabilities）／スペシャルオリンピックス（Special Olympics）
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２．１ 回答者の属性分析対象とした４９１件のうち，当該知的障害者スポーツ組織での参加頻度注５）は表１のとおりであった．週に２～３回，週に１回，月に１～２回を合わせると７１．５％で，多くの会員が週に１回から月に数回程度のスポーツ活動に参加していることになる．活動期間については，回答者による具体的な数値の記入により最小値０．１，最長１９．０年，平均５．８９±３．８６年という結果が得られた．表１：スポーツ参加状況参加状況 回答数 ％週に２～３回 ３９ ７．９週に１回 １３４ ２７．３月に１～２回 １７８ ３６．３年に数回ぐらい ９９ ２０．２参加していない ３０ ６．１
２．２ 自由コメントの分類自由記述コメントを分類した結果，「スポーツ実践への評価・感謝」「実践上の提案・課題」「ス
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知的障害者のスポーツニーズと課題の検討
－７５－
表２：自由記述コメント分類上位カテゴリー サブカテゴリー 代表的なコメント例（サブカテゴリー内の類似コメント数）スポーツ実践への評価・感謝 具体的な効果・期待 ・できないだろうと思っていたが，続けることの大切さを実感した．・先の見えないわが子の将来が，楽しく，明るいものに変わった．・本人たちの社会参加のよい機会となっている．・子供の精神面にも多大に影響を与えて頂けたことを喜んでいる．・知的障がい者が一般社会に知られるようになった．啓発活動に感謝．（４３）支援スタッフ等に対する感謝 ・コーチやボランティアの方々にはいつも頭が下がる．・協力していただいているボランティア，企業にはありがたいと思っている．・たくさんのスタッフ，ボランティア等に支えられスポーツができる楽しみを感じ，感謝の気持ちしかない．（２７）スポーツ機会に対する感謝 ・学校を卒業すると体を動かす機会はほとんどない．とっても必要な活動だと思っている．・スポーツの場を与えていただき，ありがたく思っている．・スポーツクラブ等何かさせたいと思っても健常な子供と一緒にはちょっと無理だろうとなかなか一歩が踏み出せないので，この活動には気兼ねなく参加できる．（２４）積極的な関与 ・楽しい活動になるよう，保護者として協力していきたいと思っている．・自分なりに（微力ですが）協力したいと思う．・まだ下の兄弟に手がかかるので今はあまりお手伝いができないが，いつかは何かお返しができればと思っている．（１９）実践上の提案・課題 活動・指導内容の充実化 ・スポーツ関係の資格を持ったボランティアの指導がほしい．・コーチ・指導者の技術不足を感じる．（６）・どんなに重度でも参加できればいいと思う．・情緒・知的にコミュニケーションが取りにくい子のことへの配慮があれば，もっと参加したい人も多くいると思う．（１２）支援スタッフの数的充実 ・社会人の方で多忙のようでなかなか来ていただけない現状がある．・ボランティアの数が足りていないので，指導するのが難しいように思う．・学生さんのボランティアを求めたい．大学が近くにあるが，学生さんたちにはあまり知られていない．（２１）組織運営 ・ルール（失格等の基準）の見直しをお願いしたい．本人たちはいつも全力で競技するが，その結果，失格は納得出来かねる．・同種目の活動場所を増やしてほしい．・全国大会には多くの参加者が出場できるよう検討願う．（５２）スポーツ環境 移動・送迎 ・親が健在でなければ本人の参加が大変難しい現状がある．・私（保護者）も今グループホームに入り活動に参加していません．送迎の時間等難しい面がある．・母親の私の体が不自由なため，子どもを活動に出す機会が減って残念なこともある．（１９）広報・周知 ・パラリンピックの一部としか世間には見られていないような感じである．・もっと多くの人にこの活動を知ってほしい．・このような素晴らしい活動がもっともっといろいろなところで広がっていくことを願っている．（２３）役割分担 ・親として負担は軽くないと思う．・他の障がい者を持つ親に話すと親の負担感ゆえに遠慮されることがある．・（保護者への）精神的な負担もある．他のスポーツのようにコーチ主導でプログラムが進められるといいと願っている．（２９）年齢等 ・子どもの年齢があがると親も年をとり，その分活動への参加がだんだんしんどくなっているのは確か．・将来，親が年をとり高齢になった時は，活動に参加するのが困難なこともでてくると思う．（８）その他 その他 ・今回のアンケートも，この活動にはとても大切なことだと思う．保護者の意見も，時々は書面等で聞くことも良いことと考える．（１４）
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